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特別損失の発生に関するお知らせ 
 
 平成 23 年 3 月 11 日に発生した「東日本大震災」によって、以下のとおり平成 23 年

3 月期の連結財務諸表に特別損失約 50 億円を計上する見込みとなりましたので、お知

らせいたします。 
 

記 
 
１．災害損失の概要 
（１） 固定資産に対する被害について 
 女川工場、女川油飼工場が建屋・設備等に壊滅的被害を受け、鹿島工場、日水物流株式

会社・仙台港物流センターも設備等に被害を受けましたので、被害金額は約 26 億円を見込

んでおります。 
 
（２） たな卸資産に対する被害について 
 女川工場、女川油飼工場、鹿島工場が保管していた原料等に加え、仙台、石巻地区に保

管していた水産品、加工品の製商品も、地震による荷崩れや津波による流出等の被害を受

けましたので、被害金額は約 14 億円を見込んでおります。 
 
（３） その他の特別損失 
 被災取引先債権の貸倒れ引当金繰り入れ、非稼動期間中の工場固定費、及び従業員への

見舞金や退職金（注）、救援物資などその他の経費の支出等につきまして、約 9 億円を見込

んでおります。 
（注）女川工場、女川油飼工場の被害は甚大で復旧の見通しはたっていないことから、本

年３月末が契約期日であった契約社員につきましては、今後の弊社及び弊社グループで

の職場斡旋を前提に同月末で契約を終了し、特別災害見舞金や退職餞別金を支給いたし

ます。 
 



 
２．今後の見通し 
（１） 事業継続への影響 
  弊社女川工場、（株）ハチカン久慈工場で生産していた、冷凍食品、ちくわ、缶詰の主

力商品の生産について、西日本を中心とした弊社及び弊社グループの生産工場への移管

を決定し、既に一部着手しております。女川油飼工場生産品は、弊社及び弊社グループ

の既存設備で賄う方針です。 
 
（２） 平成 23 年 3 月期連結財務諸表（連結・個別）への影響 
 業績予想の修正につきましては、他の要因も含め現在集計中であり、判明次第速やか

にお知らせいたします。 
 

以上 


